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499　　　　 性 ス テ ロ イ ドの 下 垂体 レ ベ ル で の ゴ

　 ド ト ロ ピ ン 分泌 調 節 ： 下 垂 体細胞 の 灌流実 験 に よ

　 る検討

500　　　 成熟 過程 に お け る ラ ッ ト下 垂体 ゴ ナ

ド トロ ピ ン 含量 の 性 差 に っ い て
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〔目 的 〕 ラ ッ ト下 垂 体 前 葉 細 胞 の 灌 流 装 置 を 開発

し，Pulsatileな GnRH 剌激 下で の LH 　FSH の Pulse

分泌 と pulse 間 分泌 に 及 ぼ す生理 的 量の Estradiol

（E2）とTestoster   e （T）の 影響 を 観察 した 。 〔方法 〕

Cytodex　beads−Lに 培養 した SD 系雄 ラ ッ トの 分

離下垂体細胞 fd　O．　1　TiM ．E　2あ る い は 10nMT で 24　h

処 理 後 1司量 の ス テ ロ イ ド 5h で 灌流 し，60分毎 の ユO

hM 　GnRH2 分間刺激 に よ る LH 　FSH 分泌をス テ ロ

イ ド （一）で 培養灌流 され た Control 群の そ れと比較

した 。 〔成績 〕E
，
処 理 に よ り LH　FSH の Pulse分

泌 は contol の 145± 8
，
136⊥ ユ0％（M ± SE ）と有

意（p 〈0．025）に 上 昇 し，ま た 各 々 の Pulse 開分泌

も 145 ⊥ 8 ，127S
− 6％ と 上昇 した （P 〈0．Ol）。灌

流液 よ り の E2 除去後 ，
Pulse 間分泌は 3h以 内に con

−

trol に 復 した が Pulse分泌 の 変化 は こ の 時間内 に

は 認 め な か っ た 。 T 処 理 に よ り LH 　FSH の Puise

分泌 は 47 ± 3
，
77上 4 ％ と 低

一
ド した （P 〈0．01 ）。

LH の Pulse間分泌 に は 変化 を 認めなか っ たが FSH

の そ れ は 184 ± 9％ と逆 に 上 昇 し（P 〈0．01），こ

の 結果灌流中 の FSH 総 分泌 量 は Pulse分泌量 の 減

少 に もか か わ らず 117± 3％ に増加 した （P 〈O． 5 ）。

T の 除 去 に よ り Pulse間 分泌 は正 常化 したが Pul 　se

分泌 に は 変化を認 め な か っ た 。 〔結論 〕 i）生理 的

量 の E
，
T は 下 垂体 レ ベ ル で LH 　FSH 分泌を直接調

節す る。 ii）田 FSH の Pulse 分泌 とPUIse 間分 泌

は 異な る機構で 調節 さ れ る 。 iii）本実験条件 下で

は LH 総分 泌 量 は 恥 lse 分泌 の 、　 F 　SH 総 分泌 量 は

Pulse 間分泌 の 変 化 に よ り強 く依存 す る。

〔目的 〕成熟前及び成熟 後 ラ ッ トの 下 垂 体 ゴ ナ ド

トロ ピ ン （Gn ）の 性差 の有無を 検討す る 目的 で ，

RIA を用 い た 生 化学 的測 定及 び画像解析装置を

用 い た 形 態学的測定を行 な っ た。 〔方法 〕成熟前

（3 週齢 ）と成熟 後 （ 8 週 齢 ）の SD 系 ラ ッ トを

用 い た 。 LH 　 surge を 避 け る た め に
．
ド垂体 の 摘出

は 午後 1 時 か ら 3 時 の 間 に 行 な っ た ，， 摘出 し た ド

垂 休を縦 に 2 等分 し，半 分 は NIAMDD の RIA キ

ッ トを用 い LH ，　FSH 含量 を測 定 し た 。 他 の 半分

は固定後 パ ラ フ ィ ン 包埋 し，前頭 面 で 厚 さ 3 μ の

切 片を約 320 μ 毎 に マ ウ ン ト した 。 こ れを モ ノ ク

ロ
ー

ナ ル 抗 ヒ トLH ま た は 抗 ヒ ト FSH 抗体 を用

い PAP 法で 免疫染色 した。切 片を写真 撮影 に よ

り 350 倍 に 拡 大 し，画像解析装蹟（PIASII ）を用

い て 免疫反応陽性面 積 （面積 ）を測定 した 。 そ の

値 を各個体毎に 集計 した 。 〔成績 〕成熟 前 ラ ッ ト

で の RIA の 性比 （♀／ 6 ）は LH で 5．5 ， FSH

で 2．3 で あ り 8 が有意 に 高値 を示 し た 。 面積 の 性

比 で は LH ，　FSH と も に 1．3 と ♀ が高値を示 し た

が有意 な差 は な か っ た o 成熟後 ラ ッ トで は ，RIA

OD性 比は，　 LH は 0、7 ，FSH は 0．1 と， 6 が有意

に高値を示 し た
。 面積 の 性比 は 0，7 と 0．  5 で あ り

同様 に 6 が 有意 に 高値 を示 した 。ま た 成熟 前後を

比 較す る と， 6 の RIA で は LH ，　FSH と も 10 倍

前後 増加 した が 面積 は 2 倍程度 し か増え なか っ た 。

9で は，LH は RIA ， 面積 とも僅か に 増加 した が ，

FSH は RIA で 半 分 に，面積 で は 10 ％に 減少 した 。

〔結論 〕性差及 び 成熟前後 の 下 垂体 Gn の 変化 に 関 し

て RIA と面 積 は 同様 の 増減を示 した が ，そ の割合は

必 ず し も 一致 しな か っ た 。 こ の こ と か ら，ラ ッ ト の 6

と ♀で は 成熟前 後 で ，面 積反応 陽性 細胞 の 単 位面

積あ た り の Gn 貯蔵量 に 差が あ る こ と が 示 され た 。
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